
飽海出張所は、庄内大橋付近から「白糸の滝」の下流までの最上川18.1㎞と
相沢川1.46km及び立谷沢川0.5㎞と、さみだれ大堰の管理をしています。

5月11日から7月20日までの毎週土曜日、最上川の上流から小学生が
リレー形式でバトンをつなぎ河口を目指す「最上川200㎞を歩く」が行われ
ました。飽海出張所では、第10週目となる7月13日に管内の立沢川合流
点から庄内橋までの川沿いを小学生達と一緒に歩きました。
当日はあいにくの雨でしたが、子供達は元気いっぱいに行進していました。

水害から地域を守るため、河岸や
堤防を強化する工事について学ぶ。

フムフム!!

堤防にある､数字の書かれた
標識を見て､河口からの

距離を確認!!

最上川ができたときの話に
興味津々!!

川の水が逆流し､水路に
進入するのを防ぐ為の樋門｡

大きさにビックリ!!

堰の実物大の模型の前｡
仕組みや役割を学び、
ゴム製の堰に驚く!!

川底を泳ぐ魚を観察｡雨で川が
増水し､水中は真っ暗｡時折

ウグイが顔をのぞかせ、大興奮!!

リレー第10週目。
庄内町立余目第二小学校
六年生のみなさん。

降り続く雨で増水した
最上川は､流れが
速く迫力満点!!

家屋などの浸水被害を防ぐため水閘門操作員が出動し、川から水路への逆流を防ぐための水閘門
操作や、排水機場を稼働させて水路に溜まった水を川へ排水しました。また、堤防の異常や一般の
被害がないか状況を把握するため、パトロールも行いました。7月は他にも何度か川が増水しましたが、
その都度操作員が出動し、浸水被害の発生を防ぎました。なお、この出水により当出張所管内では、
護岸の一部が洗掘により被災しましたが、その他大きな被害は発生しませんでした。

さみだれ大堰 竹田水門

松山河川公園まであがってきた
川の水位を確認する様子

パトロール中の車

堀野地区工事現場

7月17日から18日に､日本海にあった
低気圧の通過により､山形県内は大雨と
なり､最上川は 大きな出水となりました｡



観察窓

さみだれ大堰 検索

国土交通省 東北地方整備局
酒田河川国道事務所 飽海出張所
『フィッシュギャラリー』

山形県酒田市柏谷沢字内山40-1さみだれ大堰 検索さみだれ大堰 検索さみだれ大堰 検索

さみだれ大堰は、無料で施設見学ができます。堰の魚道を泳ぐ自然の
魚を窓越しに観察できるフィッシュギャラリーでは、季節によって

さまざまな種類の魚を見ることができます。

最上川が増水すると､川をせきとめず､川の水を通常通り流れるようにしています｡コンクリートが
並んでいる魚道の中は流れがなくなり､穏やかになるため､小さい魚には過ごしやすいようで､普段な
かなか見ることのない魚の姿や､濁って真っ暗な中を泳ぐウグイの姿を観察することが出来ました。

ウ
グ
イ
の
目
線

見学所要時間は２０～３０分程度で、平日のみご案内
させていただいており、土日祝日は自由見学です。
団体でお越しの際は、予約をお願いいたします。

さみだれ大堰が最上川を
せき止めている間、

魚の通り道となる魚道。
その壁に窓が設置してあり､
窓越しに魚を観察できます｡

パクッ

パクッ

発見!!

パクッ

パクッ

パクッ
ﾌｨｯｼｭｷﾞｬﾗﾘｰで通年を通して見ら
れる魚。雑食で藻類や植物の実、
昆虫や魚など何でも食べます。

フッシュギャラリーで
魚を観察している様子

腹ビレが変形し、
吸盤のようになって
いる為、観察窓にも

張りつくことができます。
全長５～１０㎝までに

成長します。

フィッシュギャラリーは、地下１４ｍにあるので、暑い日でも室温は２０℃前後と
涼しいです。さみだれ大堰が起立し、晴れの日が続く夏は、魚を観察するには
ベストシーズンで、この時期は、ヨシノボリを食べようとするウグイの
必死な姿を観察することができます。

7月5日撮影 7月5日撮影 7月5日撮影 7月9日撮影
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